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沖 縄 に お け る 稲 黄 事 柄 の 伝 染 と 除 防

新 侮 昭 ･ 宮 艮 高 忠 ･ 乗 平 地 清 正

(農業技術研究所) (耽球段鞄監場) (死球農業試験場)

稲井顎痛は､1915年郎はじめてJ.･m]県で注意された病

門であるか､畔 を､雅q_i.地域が鉱かり､現在では関東以

閥の糾鋸こ絶′L･げ るようになったっいずれの地方でも､

大雅仙力:あるまでは放任されている似合か.多V,ようであ

るoI/小鞘では､1956年折から布地域で散発的な稚隼かみ

られてい-/ニカ'..1961年肌から裾Ll:.か急に多 くなり､1962

Jl.:には伸剛心鍋の桁佃地相に大雅Ll:.し､かなりの被1一冊 l･

みられJL:｡このような北萎病の流行は､本土 に患 いて

も､また沖純の切介でも､小 柄こして稲作の早仰ヒカニ影

緋しているように倣われるo今撲､恭啓矧か博捜の稲作

蝿城令日工のけI胤 になろう07Cこで､ここ に教範楢捌 空rL瀬

をIfLl.し､りFせて新しV､雌介足助クロスジツマグロヨコバ

イの確認などについて報告する｡本稿を草す るに 当 っ

て､種火御便宜t(計 って頂いた音堅文太郎場長､平野鮫

技官､長山花糾技師および琉大島袋俊一教授に対し､感

謝の意を表する｡

1. 黄萎病と昆虫との関係

(1)病徴 はじめ新蝦の捌 -r(の部分か黄緑色となり発

病か逓むにつILて断髄の全蘭か韓かな黄緑色になって､

異常分けつか.著しく増加する｡分けつlULfに発病した場合

は全株が黄緑色になって萎縮するが､.'11穂馴 二発病した

333･合は上の)jの折から黄白色の基塵が別=支し門流からも
黄白色の異常糾すつか多数でるo発病称の刈性から出て

くる再句:.稲は､必ず黄白色になっている｡

第 1 岡 稲 輩 顎 痛 の 病 徴

杏 :I.ALL堺翻 朱(分けつ期に軍病)o宥 :刈拝に生じた発病再生締｡名護lJCて､1962年11月5日撮影｡

(2)叛介昆虫の司蛋二項

ツマグロヨコ′てイ港よぴタイワンツマグpヨコバイに

よって媒介さJLるか､新たにクpスジツマグロヨコバイ
によっても噸介されることが糾った (後述)｡

!S 骨油=天狗鵜柄の虫喋伝鞄の研究のため､日本政

府の接術悼助によって5カ月間出張 (1962年10月

16日～1963年3月1,IE=l)O琉灘農業試験場に駐モE｡

(3).9イル ス写環･介 の:方法

ツマグロヨコバイおよびタイワンツマグロ ヨコバ イ

は､発病稲を約 1時間吸肝すると殆んど全部の個体がウ

イルスを竣碍できる｡ウイルスの虫体内格伏期間は20-

30日であるO虫のウイルス媒介は､毎日適稚して行なわ

れる場合が多く､.死の商都まで紀けられる｡た凍 力をも

った虫は､健全稲苗を1時間吸汁すれば高率 にウイル ス
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を艶介することかできるが､1-3分の吸汁で も低率なが

ら朕介か行なわれるOこのウイルスは､卵を通じて子孫

に伝教しなV､O

(4)稲■のウイルス感染

稲は全生育期間にTf_つて､黄事柄ウイルスに対 して感

受性である｡ウイルスに感染し.た稲は､発1軒するまでに

かなり長い潜伏-,ttJiかある｡これは､気温､師の生育程度

によって異なるか､折の感動粧朝の曳く温か低いときは 3

カ月､気温か高V,陣は20-30日である｡ウイルスの寄主

植物としては､桁のほかスズメノチッポウ､ミノゴメが

ある｡

(6)ウイルスの伝染環

紫野癖ウイルスは､ツマグpヨコバイおよびダイワン

ツマグロヨコバイの子虜に経卵伝染しないから､植物-

虫-植物-良-･-･･のつなが りによってウイルスか伝え

られるO第 1次伝決は､秋の発病軒からウイルスを独得

した虫によって､第1日脚隼の箇代から米卸研期にわたっ

て行なわれる｡秋の虫の中には､本土の流行地では約80

%の保毒虫が認められた例かある｡

2. クロスジツマグ旧ヨコパイによるウイルス戎栗

介の確羅

糞婆癖ウイルスの媒介昆虫としては､ツマJjpヨ,コ･バ

イか知られてV,るが､最近タイワンツマグロヨコバイが

追加された｡沖純の水田には､ツマグロヨコパイの他に

クpスジツマグロヨコパイか艶良し､特に縁者のノjか陵

息Fjは-.多い｡したがって､髄 偶の醜行と州まって､ク

｡スジツマク●pヨコ′{イがウイルスを郎介するか!紬 は

沖机にとってrrt:礎な問過である｡そこで､昨秋r.護LD水
Etfから採ガさしたクpスジツマグロヨコパイtLi:)llいて､i'¢

革捕ウイルス艦介の有柵を澗べたO
(1)実 験 方 法

L96211･:10月23日にflu雑･のJKlHからクpスジツマ〆p ヨ

コバイの3-Ll令幼虫を探ij3した｡10)-12J臼肌寒伶紗のrq

n'(碓1cm .補さ3ぐcm) をかぶせた鉢 帖 の基ポ捕稲

(弔誰塵)に､10関のクロスジツー7g'EVヨコ,iJfを放っ
た｡6円綾の10月3･OLjに蛸綱から虫をとりLtlL､嗣寒冷

妙のrl】筒の巾の健全の成稲-虫を移した｡虫は､敬 日後

には蚊虫になったが､そのまま貞帝 を椛けた｡井草病稲
を吸汁 してから3LtR後の11月27日に､生存虫6頑を偽金

稲-A-に円筒を用いて個体別につけた｡a_の櫛筒 (筋坂 5

号)は､柄準冷静の円筒内で播挿､育苗した軽蛎放物で

あるO虫は,かなり老令となってV,たため､10日後には

死亡 した｡

(2)嚢 陵 漆 黒

クロスジツマグロヨーコバイカ破けした節甫6ネ:は､錬
鏡のまま1ト 23PCに保った室の窓掛 こおき､観察を統
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けた｡途中､1本の稲はクロスジツマグロヨコバイの吸

汁のために虫勤し､枯死 した｡

樹稲を吸汁させたクロスジツマグロヨコバイを姉 こ接

櫨してから､83日様の1963年2月柑日に3本､2月25日に

1本かそれぞれ発病 した｡ささやかな実験ではあ るか､

以上J=結果からクロスジツマグロヨコバイも黄背痛ウイ

ルスを媒介することか 証明できた｡したがって､訳賓塙

ウイルスの維介昆虫はツマグロヨコバイ､タイワンツマ

グロヨコバイ患よぴクロスジツマグpヨコバイの3沌遵て

となった｡

井草病ウイルス伝確の主役は本TII.におV,てはツマグロ

ヨコバイであるが､沖紺こ虫V,ては虫の駄 臥摘 か ら し
て､クロスジツマグロヨコバイかjT二役を兆す ものではな

V､かと思われる｡

3b 窮病経過 と減収率

ユ962年名護で行なわれた模恥豊場の印肝紋増では､第

1英さ碑 を1月中旬に田植すると､4月丁旬の幼穂形成ilJIETt
から散発的な発病がみられ､6月下旬の収粗描には20,形

の発相 集があり､刈収穫の別:.乱粛軸こなると発病削三は2倍

になった｡第2糊料よ6月rfl旬～7月初tりに酬1(=すすると､

7月｢､旬 の分けつ適蛸朋師から脚 廟 斬 変り､8月下旬～

9月切旬のJI覗割切には36/Ob'の発病純がみられ､刑/i-･:稲で

は58,cc'に増加した,節3糊榊d:8月下旬～9月糾旬に田植

すると､10月初旬の幼穂形成Iui机から凝桝か始まり､ll

月下旬～12.日FlJ]川の収和馴こ情的10,00'の磯洞杵がみ｢1

脚欄肘班での堀FI:]lま､これよりややLl,叫 郁jにある｡ま

た､押流陳粥での死相よ､矧,'川.'Jm..-TIS)川 l伸こ川好ける

と､5川llllJの助卿r･?,JJq'柵机から聴蛸fJ'JyFっ拙､T)J初ilJ

のJMa_Ll別に柑～12,00'U.)J働耕柑 励 ･,-/二が､再/佃軒だhJ:30

-40,OCTかd't;tt加した｡

Id;2JIJM･:ば,J仰申f!tLIJJfかllL州脚.W)邪3)lJfll･･'と刷卜になる

那,稚11人)もlrl･糊枝折の耶別洲i･･-と似た状僻であ ー,/･二,｣ツ
マグrJ討-JバイおよびクTgスi,ツマグuEtコバイは､招

昨相川巾はいつの晒勅でlL)J柁来すEJ,L･うである･/)'･. htLrT.

の雄雌 凶から七城射刷明をみると､rltJrj肋増の肌1)UI

作では人相糾川から釧すつ柑JLl'批あり､'3,'2､llJ,'神棚･:紘
米桝納付糊前袴にあるように抑烈される,,
次に､黄釣棚Ju収蛸に及ぼす僻幣につV,て調-J'=緋黒

をみると､訊1誹のようであるOこれは.Flり摘勧開化書冊坐

の搬 5号を捌いた6J17日親で1枕3-1人:糾､収把沈8)i

27日である,,華蛸が多い棟とは杵/.t休か.菟研 している7(71

1秩為数の うち1/3祁腔は有効紺歓a)とれるもの,,r棚苧な

株と披､1枚の普選妨'50%以 卜.雅樹してV,る もの,,少な

V,席とは､1杵の茅数が3020/以 ド動 )j'しているヰJの,,
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嗣裾軒数は､それぞれ200椎であるo

筋1来 葦萎済の発病慶皮による就収 モ
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B･この調ゼ七に､派感激 唯物氏の協力を頂いた｡

釣1Rに示したように､発病鮮度の少なvl株でも25,cc'

の紘収になり､申肝では47,00'の減収となる｡-1般に発病
してVlる株は､中klJ''な種,少ない株か多V,｡ したが っ

て､7r:(･:･訓 Iの雅樹餓率が20･,Qc/以.ド.の糊合は､相当な減収

が T･,tl!される0

4.防 除 方 法

神仙において脚 榊は､ツマg'ロヨコバイとクロス

ジツマグロ討コバイによって媒介される｡防除は､これ

ら卿介化illの･[1l･榔駆除と.伝馳源になる発病桐株の卑･欄

挑J舶'凋水となるo

ツマ〆pE7-JパイおよびクpスジツマグIPヨpJ{イは

絢伽JJの蛾小山であるから､防除にJLlっては轍良剤 (例

えはVウソン助剤では107-ル皇Lffり3-4kg)を帖畔､.田

画､出道など広範囲に一斉に散布することが大切で あ

(1963)

るO防除の時欄は､各組付暗Iylの前に行なう｡なあ､箇

代で ま､虫のラ陳 数に応じ､苗代の周問も含めて2-3回

防除を行なう｡上記ヨコ/{イの発生が多くなるのは､普

通は欣李である｡この件矧の虫は､刈服後の発病再生稲

からウイルスを鞍祷し､第1期作の苗代から水田初 期に

かけて飛来してウイルスを伝怖する｡したがって､秋季

の虫が特に多い場合は､第1耕作の幡櫨前に防除するこ

とか望変Lvloこの場合､防除が 卜分でなく植付期にも

生存虫が多いときは､.再び防除の必要があるOなお､.苗

代は共同または塵合苗代にすると､防除に便利である.

第1瑚臣の場合は､甘燕に囲まれた場所に苗代を設 ける

と､虫の飛来を多少は防ぐこともできようo植付本･数

は､3-4人とし､IA端封ま避ける｡

5. 今後解明を貫す る間頗

沖純iこおいて､稲黄琴南の防除法を確立す るた めに

は､今挨次の間題を早急に解明する必要がある.

(1) クロスジツマグpヨコバイおよびツマグロヨコ

パイの発生消長｡タイワンツマグロヨコバイにつ いて

も､注憩することO

(2) 新しい媒介昆虫クロスジツマグロヨコバイのウ

イルス媒介方法の究明｡楯に､ウイルスの経卵伝教の有

無を早急に確かめること｡

(3) 稲の各作糊庵の主感馳時期について､許細な駒

丑が必繁であるo 併せて､保轟虫率の調轟も進めるC

なお､沖組全域に虫ける黄参府および媒介昆虫の分布

状態の網勧 ミ大切であるO


